初代堀野哲仙書歴
１９０４年２月２日　　埼玉県大里郡武川村で誕生「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 10(こう),幸)」と命名される

１９１９年（１５）　　小川真庵先生に師事、書の道に入る

１９２４年（２０）　　東京の相沢春洋先生に師事、雅号「春窓」を授与

１９２５年（２１）　　中野区鍋屋横丁で開塾するも、上手になる人とそうでない人がいたため、

　　　　　　　　　　　一年で閉塾

１９２９年（２５）　　松本芳翠先生に師事、芸術院文部大臣賞を受賞

１９３３年（２９）　　書法研究に着手（のちに五十四母字結構法として発表）
　　　　　　　　　　　雅号を「哲仙」に改名

１９３８年（３３）　　第一回日本・満州・支那 三国興亜親善書道展臨書部で最高賞受賞

１９３９年（３４）　　第二回同展学童部に、教え子32名全員入選の快挙。指導優秀の特別表彰を受ける。翌年より同組織の審査委員に就任

　　　　　　　　　　　（この組織が戦後発展的に解散し、現在の日展となる）

１９４０年（３５）　　大日本青年書道翼賛連盟設立主査に就任

１９４６年（４２）　　書道翼賛連盟責任者として公職追放処分を受ける

１９５０年（４６）　　公職追放解除される

１９５１年（４７）　　東京都主催成人学校書道部初代講師となる

１９５２年（４８）　　大田区書道連盟結成副会長兼審査委員長に就任

１９５４年（５０）　　日本書法芸術院設立

１９６５年（６１）　　書道専門学校を大田区蒲田に開校

１９６８年（６４）　　日本書法師範会を設立（のちに日本書法師範会指導者連盟に改名）

１９７６年（７２）　　米国フロリダ州フォートロ－ダーデール市の美術学校で日本人として初めて書道のデモンストレーションを行う

　　　　　　　　　　　（丁度大統領選挙の最中だったが、夕方のゴールデンアワーにＴＶ放映されると同時に新聞にも掲載される）

１９８０年（７６）　　米国ワシントン州政府の招きで三市で書道のデモンストレーションを実施

１９８４年（８０）　　中国人民対外友好協会本部の招きで中国書法家協会幹部を前に五十四母字結構法を講演

　　　　　　　　　　　（このとき中国書法家協会主席啓功先生と書法交流）

１９８５年（８１）　　第一回中国堀野書道学校書法展を紫禁城内労働人民文化宮東配殿で開催

　　　　　　　　　　　（この場所の展覧会は過去に平山郁夫氏しか開催していない）

　　　　　　　　　　　第一回堀野書道学校書法展を渋谷で開催

１９８７年（８２）　　翁仙に改名

１９９１年（８７）　　中国側の要請で米寿展を北京故宮博物院内「絵画館」で開催

　　　　　　　　　　　（日本人として初めて故宮博物院内で個展を開く。中国側が国賓待遇と認めた人だけに接待する王光英氏が開会式、歓迎宴、答礼宴に出席する。
　　　　　　　　　　　通常トップクラスを接待する孫平化、林林、王効賢氏も同席していた。）

１９９５年（９１）　　平成７年1月11日永眠
